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「それにしてもあなたがたは、よく・・・」 
 
4:4 主において常に喜びなさい。重ねて言います。
喜びなさい。 
4:5 あなたがたの広い心がすべての人に知られる
ようになさい。主はすぐ近くにおられます。 
4:6 どんなことでも、思い煩うのはやめなさい。
何事につけ、感謝を込めて祈りと願いをささげ、
求めているものを神に打ち明けなさい。 
4:7 そうすれば、あらゆる人知を超える神の平和
が、あなたがたの心と考えとをキリスト・イエス
によって守るでしょう。 
4:8 終わりに、兄弟たち、すべて真実なこと、す
べて気高いこと、すべて正しいこと、すべて清い
こと、すべて愛すべきこと、すべて名誉なことを、
また、徳や称賛に値することがあれば、それを心
に留めなさい。 
4:9 わたしから学んだこと、受けたこと、わたし
について聞いたこと、見たことを実行しなさい。
そうすれば、平和の神はあなたがたと共におられ
ます。 
 
4:10 さて、あなたがたがわたしへの心遣いを、つ
いにまた表してくれたことを、わたしは主におい
て非常に喜びました。 
今までは思いはあっても、それを表す機会がなか
ったのでしょう。 
4:11 物欲しさにこう言っているのではありませ
ん。 
わたしは、自分の置かれた境遇に満足することを
習い覚えたのです。 
4:12 貧しく暮らすすべも、豊かに暮らすすべも
知っています。満腹していても、空腹であっても、
物が有り余っていても不足していても、 
いついかなる場合にも対処する秘訣を授かってい
ます。 

4:13 わたしを強めてくださる方のお陰で、わた
しにはすべてが可能です。 
4:14 それにしても、あなたがたは、よくわたしと
苦しみを共にしてくれました。 
＋＋＋＋＋＋＋ 
今日は、ローマの信徒への手紙の学びを一回だけ
お休みして、私の近況や心にある事柄を分かち合
いたいと思います。 
この箇所は以前、MACFの皆様への手紙の中で少
し触れています。パウロが獄中からフィリピの信
徒たちに書き送った文章です。 
 
投獄され、会いたくても会えない、つまり隔離さ
れている状況でのパウロの心境とパウロからの奨
励の言葉です。 
今、私は、あまり解説なしに、これらのみ言葉をあ
なたの心に届けたいと願っています。 
パウロは書きました。 
 
1）4:4 主において常に喜びなさい。重ねて言いま
す。喜びなさい。 
近況について考えるとき、喜びの素材を探すこと
は案外難しいかもしれません。 
コロナ感染、礼拝、集会の不可、人と会うことの難
しさ、社会全体の遮断と貧富の格差拡大、雇用不
安、健康不安などが、それこそ渦巻いています。 
パウロは、「主において、常に喜びなさい」と勧め
ました。 
「主」に愛されている、「主に知られている」とい
うことを土台に喜びを発見する姿勢が求められて
います。別の言い方をすれば、主にある喜びを 
心にしっかり据えて、悩みや問題を自分の人生の
ボスにしない決意が求められています。 
 
2）4:5 あなたがたの広い心がすべての人に知ら
れるようになさい。 
広い心、寛容な心をもって人に接するようにとい
う勧めです。 



世知辛い世の中になり、自分だけよければそれで
良いというような風潮が強まってきています。 
「寛容さ」「これをどうぞ」「お先にどうぞ」と言え
る心をしっかり持つようにとパウロは語ります。 
 
3）4:6 どんなことでも、思い煩うのはやめなさい。
何事につけ、感謝を込めて祈りと願いをささげ、
求めているものを神に打ち明けなさい。 
4:7 そうすれば、あらゆる人知を超える神の平和
が、あなたがたの心と考えとをキリスト・イエス
によって守るでしょう。 
 
思い煩いとは、多くの場合「これから起こるかも
知れないことへの不安」と言えるかもしれません。 
それをやめて、むしろ感謝しつつ、願い事を神様
に知ってもらいなさいと勧めます。 
私たちは、過去の失敗に悩み、まだ起こっていな
い将来の不安に悩み、「今」を生きるべきなのに 
そこに集中できないことが多いのです。 
思い煩うことをやめ、感謝と願いを捧げることで、
あらゆる人知を超える神の平和が、あなたがたの
心と考えとをキリスト・イエスによって守るでし
ょう。とパウロは語るのです。 
 
4）4:8 終わりに、兄弟たち、すべて真実なこと、
すべて気高いこと、すべて正しいこと、すべて清
いこと、すべて愛すべきこと、すべて名誉なこと
を、また、徳や称賛に値することがあれば、それを
心に留めなさい。 
 
善良、有用なものについて心に留め、正義、勇気、
品位、徳を高める事柄に気を配って生きるように
とパウロは勧めています。 
 
5）4:13 わたしを強めてくださる方のお陰で、わ
たしにはすべてが可能です。 
4:14 それにしても、あなたがたは、よくわたしと
苦しみを共にしてくれました。 

 
フィリピの人たちは決して裕福な人たちばかりで
はなかったはずですが、彼らはパウロの生活を心
配し、健康を心配し、献金し、物を送りました。 
かれらはエルサレムの教会が貧しさにあえいでい
るとき、やはり献金して支援しました。 
パウロは献金の感謝をしながらも、それらのもの
がもっと欲しいから言っているのではないと伝え
ています。 
パウロは、どんな状況にあっても、感謝の心で生
きられることを証しています。 
しかし、かれらのパウロに対する愛、その熱意、自
発的な愛と尊敬から生まれた捧げ物を尊いことと
して感謝しています。 
 
フィリピの人たちはパウロとの交流が常にあった
わけではありません。一時パウロが捕縛されたり
して、消息が途絶えたことがあったのです。 
それでも、彼らはパウロのことを忘れていません
でした。投獄され、厳しい状況にいるパウロのこ
とを思い、祈りと共に捧げ物を届けたのです。 
ここに書かれている 
「4:14 それにしても、あなたがたは、よくわたし
と苦しみを共にしてくれました。」 
というパウロの言葉には、深い感謝の念が表現さ
れています。 
私は、心から愛するMACFのみなさん、おさなご
チャペルのみなさんに、同じ言葉を送りたいと思
います。 
3月第 2週から会えていません。 
おそらく東京での緊急時代宣言が解除されても、
いわゆる 100 人を超える集会はそんなに簡単に
は開催できないだろうと思います。 
そう考えると、まだまだ先の長い「苦難の日々」と
なると予想できます。 
でも、だからこそ、今日はこの箇所から一緒に慰
められ、一緒に励まされたいと思って読ませてい
ただきました。 



あなたがこれらの言葉で励まされたように、私の
心にも大きな励ましが届きました。 
主が語ってくださったことをしっかり心に受け止
めながら、もうしばらく困難な時期を耐え忍び、
できるだけ明るく、問題や悩みを自分のボスにし
ないで不安を自分の主人公にしないで過ごしたい
と思います。 
どうぞ、許される範囲内で、命あるものをケアし、
花を楽しみ、鳥の声を聞き自然の美しさを味わっ
てください。 
私たちは今、不自由ですが、自然界は束縛される
こともなく花は咲き、緑は濃くなり鳥たちは自由
に飛んでいます。心を空に、上に向けましょう。 
辛いこともありますが、同時に、喜びの素材は気
付きさえすれば、身近なところにたくさんあるの
だと思います。 
 
皆さんの温かい心をいつも感謝しています。 
祝福がありますように。 
 
関根一夫 
＋＋ 


